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平成２８年度～３０年度にかけて、県内 12 ヶ所で「障

害のある人の権利擁護・意思決定を支えるための推進

会議」を行っていましたが覚えていますでしょうか？当時

長崎国際大学の高島恭子先生にご協力願い、講義のあ

とグループワークを行った成果を冊子にもまとめました。

現在、埼玉県立大学で教鞭を執っておられる高島先

生が、意思決定支援の研究のため来崎されました。

２月・３月に県内３ヶ所で保護者を対象にヒアリングを行った高島先生に、インタビューを行いました。

【今回の調査の目的などについて教えてください】

「障害のある人の権利擁護・意思決定を支えるための推進会議」ではお世話になりました。意思決定支援とそ

れを支えるためには地域社会のありようが大切であることを深く考えさせられました。今回は「知的障害のある

人の意思決定支援ネットワークの構築」という研究テーマで、障害のある方が自分はどのようにしたいのかを決

めるための、周りの人たちとのつながりのあり方を研究しています。インタビューでお伺いした内容を分析して、

本人を中心とする意思決定支援のネットワークが、どのような構成員、役割、関係によって機能しているかを明

らかにしたいと考えています。

【今回、２度にわたって来崎されていますが、以前と比べて長崎

の雰囲気はいかがでしたか？】

長崎は食べ物も空気も最高に美味しいことはもちろんですが、

路面電車でも島原鉄道でも街を歩いても、人々がさりげなく周囲

を気遣っていることが感じられ、温かく、ほっとしました。駅の建物

や路面電車の新しい駅名など、街は変わっても、街のもつ温かさ

や和みは変わらず、長崎はやっぱりいいなあと思いました。

【今回のインタビューで感じたことがあれば、お教えください】

たくさんのお話をお聞かせいただきありがとうございました。まだ全く整理ができていないのですが、現在のネ

ットワークだけでなく、時間をかけて築かれる関係の厚みが大切なのではないかと感じました。お話しいただいた

ことを分析し、吟味し、精錬したいと思います。（聞き手：長崎県手をつなぐ育成会 事務局 野澤 由夏）

本人が理事や委員会等の委員と参画するために必要な配慮

や支援についてマニュアルを作成することを目的に、3/15(土)、

16(日)に全育連より西副会長、又村常務理事、羽山氏（全育連事

務局)、森地氏(筑波大学助教授)が来崎し、本人活動の支援をし

ている県育成会の吉井理事、及び「長崎きずなの会」戸畑会長に

ヒアリングを行いました。１６日は第４回本人部会「長崎きずな」連

絡協議会にも参加、会議の中で出た質問に回答いただくなど、い

つもとは違う連絡協議会となりました。研究結果は他府県の育成

会のヒアリング内容と合わせ、まとめられる予定です。
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令和 6 年度第 3 回本人部会「長崎きずな」は、12 月 15 日

(日)長崎県総合福祉センターセミナールーム A において戸

畑会長の発案で、各育成会本人部会の代表者だけでなく、

多くの会員が参加できる「おしゃべり会」を開催しました。

長崎市・島原市・諫早市・西海市育成会とふれあいネット

ワークピア長崎・島原から本人 17 名、支援者 4 名、事務局 2

名が参加して 2 時間おしゃべりしました。

前半は、「友だちについて」「好きな音楽・芸能人」「ストレス

解消法」「休みの日の過ごし方」「行ってみたいところ」「好き

な食べ物」のテーマで、さいころトークをしました。時間がたつにつれて、打ち解けて、次の発表に移るのが難し

いほど盛り上がりました。

後半は、「今、困っていることはなんですか？それを相談できる人はいますか？」「グループホームは楽しいで

すか？（入居していない人には）楽しいところだと思いますか？」「あなたの夢や実現したいことは何ですか？」と

いうテーマで、席替えをした後、グループごとに話し合い、支援員が概要をグループ以外の全員に発表する形式

で行いました。グループごとの自由な進行でしたが、日ごろの楽しみや悩みなど様々な内容の発表があり、共感

を呼んだり、驚きがあふれたり，あっという間に時間が過ぎていきました。

当初、スムーズに進行できるか不安もありましたが、本人たちが積極的に取組み、機会があればいろいろなこ

とに対応する能力があることを再認識する会となりました。みなさん、この会で親しくなった仲間と別れを惜しみ

ながら、笑顔で部屋をあとにしていました。（長崎県手をつなぐ育成会 事務局長 三村）

諫早市手をつなぐ育成会 本人部会なかま会 松下 朋子

今回、初めてのおしゃべり会でした。くじを引いてグループ分けをしました。西海市の方や長崎市の方、ふれあ

いネットワークピアの方が一緒でした。サイコロトークでテーマが友達について、好きな音楽・芸能人、ストレス解

消法、休みの過ごし方を話し合いました。おしゃべり会は楽しかったです。

２回目のくじでグループ分けして、テーマが、困っていることはありませんか？それを相談できる人はいます

か？というものでした。グループホームについても話しました。

今回は、諫早市からもみんなで参加して楽しい思い出になりました。また、このような機会があるといいなあと

思っています。

                          

長崎市手をつなぐ育成会 陽香里工房 浦 有希

今回初めて参加させていただきました。みなさんそれぞれが

思っている気持ちを発言できていたのではないかと思います。

一番印象に残った話が「実際に行われている支援内容では仕

事がわかりづらい。でもわからないというと怒られるから言えな

い。でもわからないから仕事がうまくいかなくて注意される」とい

うような内容でした。自分自身もハッとしてしまう内容でした。こ

のような思いをしている利用者さんはたくさんいると思います。

こういった声をたくさんの福祉に携わる方たちに聞いてほしいと思いました。

また、サイコロトーク等、わくわくドキドキしながら別の法人、事業所の方たちと話すのはいい経験になると思

いました。時間がもっとあると発表も利用者の方ができるといいなとも思いました。

また機会があれば参加させていただきたいです。ありがとうございました。
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参加してみて ～本人さんから～

参加してみて ～支援者から～



Ⅰ はじめに

新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の影響も概ね平常レベルに戻り、全国大

会や九州大会も集合形式での開催となり、参加者も少しずつ増加しています。県育成会においても、長

崎県の会議、研修、行事等、引き続き集合形式での活動を基本とし、全国規模の研修では、会場参加と

オンライン参加「ハイブリッド方式」での開催の優位性も駆使しながら育成会活動の足を止めること

なく取組みたいと思います。そのような中で、昨年１月に発生した能登半島地震では、続く９月には豪

雨被害が発生し、奥能登エリアを中心に、整備直後の仮設住宅が水害で被災という心情面でもダメー

ジが大きい被害が続きました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

県育成会の組織運営においては、残念ながら会員の減少傾向が続いており、全育連においても組織維

持ができなくなる時期が明確化する段階になっている。文字通り極めて危険な水準です。順番として

は、情報・交流誌「手をつなぐ」の安定的な発刊が困難となり、その後に事務局が物理的に維持できな

くなる。と発信しています。育成会組織の消滅はあってはならない重大なことですから、当面の大目標

は育成会活動の現状維持、情報・交流誌「手をつなぐ」発刊規模の現状維持、そして、組織維持をベー

スとした再活性化、とりわけ都道府県、市区町村育成会における会員減少に歯止めをかける取組みとし

て、「団体賛助会員の仕組みを活用した会員増強活動」が提案されています。

このような現状に鑑み県育成会としても、団体賛助会員の仕組みの活用について、重点的に取り組む

ために必要な定款の変更を行います。市町の地区育成会においても規則、会則等必要な改定を行い、私

たち育成会の運動の柱である障害のある人の権利擁護と政策提言の活動を継続していくためにもこの

団体賛助会員の仕組みを活用し再活性化に向けた取組を共に進めていければと思っています。

Ⅱ 地域育成会の活性化に向けて

近年の会員数の減少については、新規会員の加入を進めるための取組を具体的に進めること、特に

学齢期のお子さんを持つ保護者が加入意識を持てるような活動が欠かせません。団体賛助会員の仕組

みを活用し放課後等ディサービス事業所、児童発達支援事業所に入会頂くことで、正会員へと繋がる

ことに期待しています。またキャラバン隊による知的・発達障害の疑似体験「障害理解啓発研修」は

アンケートの内容からも高く評価して頂いており、長崎市にはじまり、諫早市、島原市においてもキ

ャラバン隊が結成され、活動の場が広がりつつあります、今年度はさらに結成される地域育成会が増

えるよう取組みを強化します。地域育成会が独自に本研修を実施することで、障害理解と育成会活動

への関心が高まり入会に繋がることを願っています。

また、就学中の保護者向けには、今年度も引き続き要請に応じ障害基礎年金学習用ＤＶＤを活用し

て説明会を開催する等、入会に繋がる活動を推進してまいります。
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令和７年度 長崎県手をつなぐ育成会 予算(概要案)
                                                                      単位：円

経常収益 経常費用（事業費ごとに換算）

受取会費 3,920,000 障害理解啓発研修 769,400

正会員会費

賛助会員会費

3,400,000

520,000

事業所協議会 103,500

就労支援セミナー 119,700

事業収益 1,012,000 本人部会関連事業 657,000

受取補助金等 908,000 ゆうあいスポーツ大会 1,604,500

大会等参加収益 1,715,000 ながさき育成会フォーラム   306,000

受取寄付金 50,000 障害者 110 番事業       2,988,000

委託事業 5,013,400 相談員研修 124,300

雑収益 375,000 家族支援・年金学習会 46,000

愛育ながさき編集事業 388,500

九州大会   343,000

全国大会 249,500

県大会大村大会 1,573,000

累犯障害者支援研修（ＴＳ） 5,000

管理費 4,868,000

慶弔費 50,000

経常収益計 12,993,400 経常費用計 14,195,400
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事業等の関係で変更になることがあります。
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啓発キャラバン隊研修(選挙)ｵﾝﾗｲﾝ

第 1 回九育連役員会 オンライン

県育成会監査

ゆうあいスポーツ大会準備

第47回ゆうあいスポーツ大会

(諌早市多良見町なごみの里運動公園)

長崎県手をつなぐ事業所協議会

第 25回県障害者スポーツ大会

第 1回県育成会理事会

長崎県育成会定時総会・第 2 回理事会

（県総合福祉センター大会議室）

全国育成会定時総会(東京)

あいｻﾎﾟｰﾄ運動研修・知的相談員研修

(長崎市原爆資料館調整中)

知的障害理解啓発研修(佐世保市)

ながさき育成会フォーラム

（長崎県総合福祉センター）

ながさきピース文化祭 2025 開会式

（アルカス SASEBO）

長崎県障害者芸術祭(南島原市)

知的障害理解啓発研修(長与町)
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わたぼうしコンサート 2024(長崎市)

九州大会沖縄県大会

全国障害者スポーツ大会（滋賀県）  

全国育成会連合会全国大会(東京)

全国事業所協議会全国大会併催

第 3回県育成会理事会

長崎県障害者芸術祭(ｼｰﾊｯﾄ大村)

障害理解啓発研修(平戸・松浦市)

障害者 110番法律相談(五島市)

全国啓発キャラバン隊研修(浜松市)

ながさきピース文化祭 2025 閉会式

県大会大村大会準備

県大会大村大会(シーハット大村)

障害者 110 番法律相談(新上五島町)

障害理解啓発研修(西海市)

障害者 110 番法律相談(波佐見町)

障害理解啓発研修(平戸・松浦市)

障害者 110 番法律相談(大村市)

障害理解啓発研修(島原市)

正会員代表者会議

全国育成会フォーラム・行政説明

(オンライン配信)

第 4回県育成会理事会      

知る見るプログラム   

(国立諌早青少年自然の家)
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中旬

13:00～13:10 会長挨拶

13:10～13:50 議事

13:50～14:10 休憩（役員選考理事会）

14:10～14:30 議事及び役員・理事紹介・挨拶

14:30～15:30 「育成会の活性化(団体賛助会員の

導入等について」意見交換

15:30        閉会

長崎県育成会定時社員総会
6 月２１日（土）１３時開始

（理事・監事・社員及び一般会員）

長崎県総合福祉センター ５Ｆ大会議室



令和７年２月６日(木)長与町育成会では、長与南交流センターに弁護士

の曽場尾雅宏氏をお迎えして、法律相談会を開催しました。テーマは「親

亡き後について」。参加者８名と、小規模な会でしたが、各参加者が「親亡

き後の心配ごと」や「成年後見人をいつ、どのタイミングで考えたらいいの

か」など、それぞれに聞きたいことをじっくりと聞くことのできた貴重な機会

になりました。

今すぐに後見人を、ということではなくても、今後の法改正や社会の仕組

みの変化などにも、常に関心を持っておくことの大切さを感じました。

参加した保護者からも「子どもが小さかった頃は目の前の就学、就労な

どで精一杯で、その先のことは、漠然と考えてはいたもののイメージができ

なかった。今回、話が聞けて前向きに考えるきっかけになって良かった」と

いう感想をいただきました。 (城)

本年９月１４日から第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭（ながさきピース文化祭2025）

が開かれます。国民文化祭は長崎県では初めての開催です。会期中は県内各地でさまざまなイベントが企

画され、長崎県らしい文化の魅力を発信します。全国障害者芸術・文化祭は障害のある人の芸術文化活動

を通じて、自立と社会参加を促進することを目的とし、国民文化祭と一体的に開催されます。今回は県
※

実行

委員会が主催する事業の概要を紹介します。

※第 40 回国民文化祭、第25 回全国障害者芸術・文化祭長崎県実行委員会

詳細は、ながさきピース文化祭ホームページをご覧ください。
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法律相談 in 長与町



行      事 月   日 場    所 概       要

長崎県ゆうあい

スポーツ大会

5 月 18 日(日)

(9:00 集合)

なごみの里運動公園

(諌早市多良見町）

9:30～9:50  開会式(挨拶・準備運動)

10:00～13:55 各種目(昼食 11:55～12:40)

13:55～14:00 閉会式

長崎県手をつなぐ

事業所協議会 5 月 22 日(木）
長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ

4 階セミナールームＣ

10:00～10:20 挨拶、決算報告・予算審議    

10:20～12:00 市町育成会検討課題等

長崎県

障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会 5 月 25 日(日) 県内各会場
陸上競技・ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ・ﾎﾞｯﾁｬ・ﾕﾆｶｰﾙ・卓球・

ｱｰﾁｪﾘｰ・ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ・水泳・ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ

長崎県育成会

第 1 回理事会 6 月 7 日(土)
長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ

4 階セミナールーム A 13：30～16：00 事業報告、決算、役員改選他

長崎県育成会  

定時社員総会・  

第 2 回理事会
6 月 21 日(土)

長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ

５階大会議室

13：00～16：00 挨拶、議事、意見交換など

役員改選 （参加：理事・監事・社員・一般会員）

知る見るプログラム

7 月 5 日(土)

～6 日(日)

（日帰りも可）

国立諌早

青少年自然の家

5 日

11:00～13:00  オリエンテーション・昼食

13:00～21:00  ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・夕食・入浴・交流会

6 日

6:30～12:00   朝食・ワークショップ

12:00～14:00  昼食・閉講式など(一例)

あいサポート運動

研修＆相談員研修 7 月 25 日(金)
長崎原爆資料館

ホール(予定)

13:00～14:30 挨拶、あいサポート運動研修    

14:40～16:00 グループワーク「いかに実践するか

講師：鳥取県障がい福祉課担当職員

愛育ながさき Ｎｏ．６４           ～８～

「手をつなぐ」は、知的な障害のある当事者（本人・家族）に関しての教育・福祉・

労働等々の諸施策を中心に、全国手をつなぐ育成会連合会が編集・発行している月刊

誌です。文字どおり、全国の仲間が「手をつなぐ」ために役立つ情報誌です。

年間 3,９00 円 B5 版 48 ページ

長崎県手をつなぐ育成会までご連絡ください。

お申込みは TEL 095-846-8730 FAX 095-846-8738 へ


